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研究前の状況

⚫不適切ケアに関する周知の実施

⚫3大ロック＝不適切ケア

⚫職員個々に気を付ける

不適切ケアを無意識に行っている



研究の目的

⚫不適切ケアに関する理解を深める

⚫具体的に対応策の検討を行い実施

職員の意識の変化



令和４年４月より施設全体で実施

1. 「不適切ケア防止チェックリスト」を活用し、
課題の抽出

2.対応策の検討と周知

3.実施状況の確認と修正点の検討

4.実施状況の評価



聞き取り調査

２階１・２丁目入居者様２０名

調査対象職員 ８名



１回目の聞き取り調査

①不適切ケアと思われるような行動や言動などを、

職員が行っているのを見かける事はありますか？

②それはどのような場面でしたか？

③自分が不適切ケアをやってしまった事はありますか？

④それはどのような場面でしたか？



①不適切ケアと思われるような行動や言動などを、
職員が行っているのを見かける事はありますか？

Yes：２人

No：６人



②それはどのような場面でしたか？

⚫「待ってて」と声を掛け、対応がない

⚫場所を気にせず、入居者様の事を

話している

⚫声を掛けながら介助を始めている



③自分が不適切ケアをやってしまった事は
ありますか？

Yes：７人

No：

１人



④それはどのような場面でしたか？

⚫口調を強く言ってしまう

⚫入居者様に待ってもらった

⚫声を掛けると同時に介助に入っている

⚫介助中に入居者様の事を話したり

申し送りをしたりしている

⚫「よっこいしょ」を使う



２回目の聞き取り調査
①【声掛けの声が大きくなり威圧的になってしまう】と感じる

事はありますか？

②上記でYesと答えた方にお聞きします。それは誰に

対して、どのような場面でですか？

③①でNoと答えた方にお聞きします。威圧的にならない

様に、何か個人的に気をつけている事や、工夫して

いることがあったら教えて下さい。



課題③：声掛けの際の語調が強くなってしまう
  対策：・何度も同じことを聞かれる時

→伝える言葉や声の高さを変えたりして
 伝わりやすい方法を探る

・余裕のない時に声を掛けられた時
  →②と同様に伝え、落ち着いた

 タイミングで声を掛ける

課題の抽出と対策の検討と実施

課題②：「ちょっと待ってて」と言って一方的に
待ってもらう

対策：・「◯分待ってください」等明確に伝え
同意をもらう

課題①：入居者様の耳に入る所で業務伝達を
 してしまっている

  対策：・申し送りはスタッフコーナーで行う
    ・入居者様から離れた所で

職員との会話を行う



３回目の聞き取り調査
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課題①：入居者様の耳に入る所で業務伝達を
 してしまっている

⚫入居者様の前で業務伝達してしまう

⚫出来るだけ耳には入らないように心掛けた

⚫入居者様がいるリビングでミーティング

を行う事は違う0 2
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課題②：「ちょっと待ってて」と言って待ってもらう

⚫訴えが重なると言ってしまう

⚫入居者様には伝わらなかった

⚫スタッフの余裕がなくなってしまう
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課題③：声掛けの際の語調が強くなってしまう

⚫威圧的にならないようにした

⚫強くなることはなかった

⚫ゆっくり話したり伝える言葉を変えたりした

⚫訴えが強く多くなってしまう

⚫気持ちの持ちようで対応が変わる
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1ヶ月間実施して、不適切ケアに対する意識の変化は
ありましたか？
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取り組みの結果と考察

⚫日常的な不適切ケアに気づけた

⚫職員が個々に意識して対応ができた

⚫意見交換や共有が出来る様になった

⚫職員の意識の変化に繋がった



まとめ・結論
⚫不適切ケアについて理解を深められた

⚫お互いの考えを共有し、意見交換ができた

⚫職員の意識が変化した

⚫不適切ケア・職場環境の改善

⚫今後はフロア全体で取り組んでいきたい



倫理的配慮に関する事項

「不適切ケア防止チェックリスト」

中部学院大学短期大学部介護福祉実践研究会



ご清聴ありがとうございました

写真掲載は許可を頂いています。
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